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主体的に学ぶ力の育成と
小学校外国語教育の課題

児童一人ひとりの
学びを生かす指導への転換
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子どもの主体的な学びを支える指導とは？
　小学校外国語教育における「主体的・対話的で深い学び」をテーマにした早川優子先生へのイン
タビュー企画、第2回は「児童一人ひとりの学びを生かす指導への転換」です。
　「令和答申」（※）では、小学校学習指導要領に掲げられた授業改善の視点である「主体的・対話
的で深い学び」を「『個別最適な学び』と『協働的な学び』の一体的な充実」を通して行うことが提言さ
れました。同答申において、その背景にあるものとして例示されたものの一つが「児童の多様化」で
す。実際、現場の先生方から「従来のような一斉指導だけで、全ての子どもたちに力をつけさせること
は難しくなってきた」という声が聞こえてきています。
　画一的でない、児童一人ひとりの興味・関心や特性に合わせた指導はどうあるべきでしょうか。
※「令和答申」
中央教育審議会「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学
びの実現～（答申）」（令和3年1月26日）
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　児童の多様化は喫緊の課題の一つです。私
の出身である山梨県では、その対策として、全
国に先駆けて少人数教育に取り組んでいます。
その効果検証では、教師が児童の学習状況や
生活の様子を丁寧に見取ることができるよう
になり、そのことが児童一人ひとりに合った指
導の充実や児童の学習への関心の高まりにつ
ながっていると考察されています。
　このように少人数教育の有効性は認められ
つつあるものの、その推進には教員確保や連携
体制づくりなどが不可欠で、実施は容易ではあ
りません。そこで、デジタル学習基盤を活用し
て個に応じた指導を充実することが期待され
ています。
　とはいえ、一人一台端末を活用した個別学
習は、優先しすぎれば「孤立した学び」や「分断」
に陥ってしまうこともあります。デジタル学習
基盤の効果的な活用に取り組む実践が増えて
いる中、改めて教師がいかに児童の学びを価値
づけ、気づきを促す働きかけを行うかが重要と
なってきます。

　では、外国語の授業における価値づけのポイ
ントは何でしょうか。児童が自分に合った学び
方を選択し、学んでいくことが可能になるから
こそ、コミュニケーションを行う目的や場面、
状況等を児童が自分ごととして捉えることが
できるかが授業の鍵となります。
　小学校の先生方は、言語活動の重要性を理
解し、毎時間、言語活動を積み重ねながら単元

児童の多様化と
デジタル学習基盤の
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を構成しています。各単元や各時間のはじめに、
一人ひとりが学習のめあてを考え、それを学級
全体で共有する実践もよく行われています。し
かしながら、こうした手立てが、児童の主体的
にコミュニケーションを図ろうとする態度の育
成につながっていない状況も見られます。
　たとえば、多くの授業では、単元の導入時に、
コミュニケーションを行う目的や場面、状況等
を把握するために動画を視聴する活動が設定
されています。視聴したあと、わかったことや
聞き取れたことの確認で終わっていませんか。
ここで、児童が単元の学習の見通しをもてるよ
うに働きかけることが大事です。
　大抵の動画にはターゲットの言語材料が使
われ、単元ゴールの言語活動を連想させやすい
場面や状況が盛り込まれています。教師の問い
かけを通して、児童がわかったことや推測でき
たことを引き出し、言語活動の相手や目的など
を意識できるようにしていきます。
　その際、教師が説明しすぎると、児童の主体
性を損ないかねません。やり取りを通して、児
童一人ひとりが「こんなことを伝えたいな」「こ
んなやり取りができるようになりたいな」とコ
ミュニケーションの見通しを具体的にイメージ
できるようにすることが大切です。

　授業内の中間指導も同じです。言語活動を
行ったあと、児童が英語での言い方がわからず
困ったことなどを全体で共有する場面があり

見取りを生かして
主体的な学びを促す
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ます。その際、教師はこれまで学習したことを
関連づけながら、児童一人ひとりの考えを大切
にし、互いに学び合えるように働きかけたいも
のです。
　そのためには、教師が児童一人ひとりの学習
状況をしっかり見取る必要があります。言語活
動に取り組む様子を観察し、目的や場面、状況
等に応じて、自分の考えや気持ちが相手に伝わ
りやすいように工夫して話したり、デジタル教
科書を使ってわからないことを調べて練習した
り、友だちと互いのパフォーマンスを録画して
改善点を話し合ったりしている姿を賞賛すれ
ば、児童はそのよさに気づくことができるよう
になります。それを学級で共有すれば、学習を
改善するヒントになります。
　こうした指導は、一人一台端末を活用する
ことで実現しやすくなりました。パフォーマン
スの録画や振り返りの記録など、学習支援アプ
リなどを使用すれば、教師と児童間、児童同士
で瞬時に共有できます。児童が成長や課題に
気づき、次時に向けて学びを調整できるような
振り返りの時間を確保することも重要です。

　児童の主体性は大切にすべきですが、教師が
指導をしていけないわけではありません。児童
にターゲットの語句や表現が十分に身につい
ておらず、誤りが見られた場合は、その場で教
師が指導する必要があります。適時、適切に
フィードバックを行いながら、単元の中で教師
が指導する場面と児童に委ねる場面との軽重
をつけることが大切です。
　児童一人ひとりが外国語によるコミュニ
ケーションにおける見方・考え方を働かせられ
るよう、デジタル学習基盤を効果的に活用し、
コミュニケーションを図る資質・能力の育成
に向けて指導していただきたいと思います。
� （2025年4月15日取材）

　文部科学省の公式チャンネルMext Channel
では、個別最適な学びと協働的な学びの一体
的な充実を図りながら、言語活動を通して「話
すこと[発表]」の資質・能力を高める指導に関
する実践動画が公開されています。
　ポイントとして以下の3つが示されています。
❶�コミュニケーションを行う明確な目的や場
面、状況等の設定
❷�児童が自身の話す内容を見通したり、改善
したりする場の設定
❸教師やALTによる適切な見取りと指導

児童に委ねる場面と
教師が指導する場面で
授業にメリハリをつける
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